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　３月３日、第１回市議会定例会で、豊田市長は平成27年度の市政運営の基本
的な考え方（施政方針）を述べました。その概要についてお知らせします。
　（新規事業、重点事業については、６～７頁に掲載しています。）

○自主財源の確保（市税徴収率の向上）
　・特別徴収未実施事業者に対する一斉指定を実施し徴収への取り組みを強化します。
○「公共施設等総合管理計画」の策定
　・本計画を策定し既存の公共施設の更新に要する費用の平準化及び低減を図ります。
○「市民協働指針」によるまちづくり
　・本指針に基づき市民やボランティア団体、ＮＰＯと具体的な取り組みを実施します。

○地域の実情に応じた必要な医療の提供
　・市民病院は、地域の中核病院として、仮称「家庭医療センター」は、市民病院の附

属診療所として地域に不足する医療サービスを提供します。
　・市民病院の診療体制の充実を図るため、茨城県はもとより筑波大学、自治医科大学

及び東京医科大学等とさらなる連携を図ります。
　・病院事業に地方公営企業法の全部を適用し、新たに招へいする病院事業管理者の下

で、より一層の経営改善に取り組みます。
○具体的な健康都市づくりの取り組み
　・医師会、歯科医師会、薬剤師会とも連携し、保健事業の取り組みを実施します。
　・生活習慣病予防対策の一環として、運動習慣の定着を推進します
　・特定健診・保健指導の実施、各種がん検診における特定年齢者への無料クーポンの

発行継続、また、食生活改善推進員を養成し、活動の拡充を図ります。
○子育て支援の充実
　・中学校３年生までの医療費完全無料化を実施し、市単独での妊産婦への助成を継続

します。
　・「放課後児童クラブ」は、現在の４施設から７施設・９クラブに拡充し、小学生が

放課後の時間帯を安心して過ごせる環境を整えます。
　・保育園・認定子ども園の保育料も、保護者負担を国の基準よりも軽減します。
　・小・中学校において統一した思春期教育を提供するため、新たに「地域保健・教育

の連携による思春期いのちの教育授業」を実施します。
　・「子ども・子育て支援事業計画」に基づき、様々な子育て支援施策について、安心

して子育てができる環境づくりを実現します。

「協働でつくる 希望あふれるまち」の取り組み「協働でつくる 希望あふれるまち」の取り組み

「いのち輝く ぬくもりのあるまち」の取り組み「いのち輝く ぬくもりのあるまち」の取り組み
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【 防災行政無線の内容を電話で確認できます　☎ 43-3110 】

中郷子どもの家



つづき「いのち輝く ぬくもりのあるまち」の取り組み「いのち輝く ぬくもりのあるまち」の取り組み

○障害者・高齢者の福祉
　・「第四期障害者福祉計画」や「改正障害者総合支援法」に基づき、障害者の総合的支援に努めます。
　・「第六期高齢者福祉計画・介護保険事業計画」及び改正介護保険制度に基づき、高齢者が地域の中で安心し

て自分らしく暮らすことができるよう、「地域包括ケアシステム」の実現に努めます。
　・居宅サービス及び介護施設サービスの充実を図り、介護保険料を軽減します。
　・平27年４月から自立相談や住宅確保給付などを柱とする生活困窮者自立支援制度が実施されますので、窓

口の整備等を行い、横断的に対応します。

○公共交通の充実
　・市巡回バスについては、平成26年度に運行ルート及び運行本数の大幅な見直しを行ったところでありますが、

引き続き利便性の高い運行に努めます。
　・平成24年度から開始した「地域交通利用券（タクシー利用券助成制度）」を引き続き実施し、巡回バスと併

せ、高齢者にやさしい公共交通の充実に取り組みます。

○教育基盤・教育環境の充実
　・平成26年度に開始した「学校間連携チャレンジプラン」は、効果的な多人数指導による合同授業であり、

今後もその実施方法等を検証した上で、この取り組みをさらに充実させます。
　・平成28年度の「関本小・中一貫教育校」開校に合わせて、市内の中学校区ごとにスムーズな接続や地域の

特色ある教育・多様な指導による小・中連携教育の充実に努めます。
　・華川中学校校舎、中妻小学校体育館及び華川小学校体育館の耐震改修工事を実施、さらに、老朽化が進む関

南小学校については実施設計を、また磯原中学校については耐力度調査を実施します。特に磯原中学校につ
いては、移転新築に向けて協議会等を設けて取り組みを進めます。

　・地方教育行政組織法の改正に伴い平成27年４月から、「新教育長」の設置を始めとする教育委員会制度改革
が実施されいじめ対策の体制などが変更されます。こうした制度改正に的確に対応し、教育の充実に努めます。

○「学び楽しむ場」の提供
　・市民ふれあいセンターとともに生涯学習の拠点となる新図書館建設については、「みんなが集う・暮らしに

生きる市民の図書館」を目指し、平成28年度開館に向けて事業を進めます。
　・平成31年の茨城国体（ソフトテニス競技開催市）に向け、「会場整備基本計画」を基に、実施設計及び造成

工事などの会場整備に着手します。また、準備委員会を設立し、市民総出による最高のおもてなしができる
よう準備を進めます。

　・市民体育館の耐震化に伴う大規模改修や歴史民俗資料館の耐震診断を進め、安全・安心を兼ね備えた施設の
中で「第三次生涯学習大綱」に掲げた諸施策を展開します。

「文化が香る はつらつ学びのまち」の取り組み「文化が香る はつらつ学びのまち」の取り組み

「暮らしに安心 幸せを感じるまち」の取り組み「暮らしに安心 幸せを感じるまち」の取り組み

3　広報　きたいばらき　4月号

北茨城市役所　☎43ー1111

関本町小中一貫教育校 新図書館



○道路整備の推進
　・東日本大震災で津波により冠水した国道６号のバイパス整備は、本年１月に都市計画決定がなされ、「平成

27年度予算に向けた新規事業採択時評価手続き」の対象となることが発表されました。今後は、事業の早
期実現に向けた取り組みを行います。

　・高萩市と本市を結ぶ二市連絡幹線道路については、道路用地の確保が進められているところであり、早期の
本工事着工に向け事業主体である茨城県と協力体制を強化し事業推進に努めます。

　・安全で速やかな避難行動を確保するため、市道下桜井・石岡線の整備に努めます。
　・大塚地区の市道峰岸線、豊田地区の市道桶仕内線、下小津田地区の市道板屋線等の日常生活道路の整備を推

進します。
　・都市計画道路「北町・浜田線」及び「北町・関本中線」の整備及び大津地区３路線の避難路整備を進めます。
○上下水道事業の整備
　・生活の維持に欠かせない安全な水を安定的に供給し、平成32年度の完成を目指す華川浄水場更新事業とし

て平成27年度から敷地造成工事に着手するとともに、老朽管路の耐震化を図りながら更新を実施します。
　・平成27年度は、磯原駅西地区の磯原郷英高校及び精華小学校周辺の工事を重点的に実施し、下水道整備面

積を拡大します。

○豊かな自然環境の継承
　・制度創設から３年目を迎える住宅太陽光発電システム設置費補助事業については、年々増加する設置希望者

のニーズに対応できるよう補助枠を拡大します。
　・清掃センターについては、今後も適切な維持管理に努めるとともに、焼却炉の更新についての環境施設等整

備検討審議会答申を踏まえ、早急に施設の更新計画の策定を進めます。
　・福島原発事故に伴う放射性物質汚染対策については、線量計の貸し出しや食品の放射性物質濃度の測定、公

共施設の放射線量の測定などを継続し、市民の皆様の不安解消に努めます。
○防災体制の整備
　・防災行政無線は、引き続き「聞き取りづらい地域」の解消を図るため平成27年度には子局６局を増設する

とともに、緊急情報等を受け取れる防災メールの仕組みの周知と登録者増加対策を強力に進めます。
　・災害発生時のスムーズな避難を可能とする誘導看板を設置、また、洪水ハザードマップを改訂し、全戸に配

布するなど、より多くの方々に必要な情報を届けられる体制を構築します。
　・大規模災害時に自らを守る「自助」や、自主防災会をはじめとして近隣が互いに助け合って地域を守る「共

助」の取り組みが広がるよう、学校教育や生涯学習等を通して取り組みます。
○救急・消防体制の強化
　・災害対応の拠点となる消防庁舎については、茨城県内の消防機関が共同して実施する消防救急無線のデジタ

ル化や指令業務の共同化の実施にあわせて供用開始し、今後の災害時における初動体制・通信体制の充実強
化を図ります。救急業務については、救急隊員の技術向上に重点を置き、メディカルコントロール体制の強
化や高規格救急車の更新などによる救急業務体制を充実強化します。

　・消防団については、消火活動の技術と防災能力の向上や装備の充実を図るとともに、女性消防団においては、
その特長を生かした一人暮らしの高齢者宅防火訪問や広報活動などに引き続き取り組みます。

「人と自然が元気な 潤いのあるまち」の取り組み「人と自然が元気な 潤いのあるまち」の取り組み
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「暮らしに安心 幸せを感じるまち」の取り組み「暮らしに安心 幸せを感じるまち」の取り組み つづき

新消防庁舎 北部幹線道路（市民病院へ）



「未来を支える 個性と活力のまち」の取り組み「未来を支える 個性と活力のまち」の取り組み

5　広報　きたいばらき　4月号

北茨城市役所　☎43ー1111

ノルディックウォーキング 全国あんこうサミット

○雇用の創出
　・企業誘致対策や、茨城産業再生特区による税の優遇制度を始めとして国の優遇制度や補助金制度を活用して

設備投資を支援するなど働く場の確保を推進するとともに、求人情報の提供や相談体制の充実に努めます。
○農林水産業の整備
　・平成22年度から実施しているＷＣＳや飼料用米の上乗せ補助を継続して行い、また、「農地中間管理機構」

を中心とする「担い手の育成」と「農地の集積」を推進し、市民への周知を深め、農地の適正な利用を図り
ます。

　・中郷町下桜井地区の水田は、集中豪雨などによる集落道路の冠水や耕作被害が発生しているため、県営かん
がい排水事業と、ほ場整備の事業化へ向けた調査を実施します。

　・甚大な被害を受けた漁港施設の整備については、引き続き茨城県と連携を図りながら、漁港機能の早期復旧
に努めます。

　・大津地区の水産業共同利用施設整備事業についても、事業主体である大津漁業協同組合との連携を密にし、
衛生管理・品質管理の強化、作業の効率化を考慮した施設建設を支援し、水産業の再生と復興を図ります。

○観光客の誘致
　・観光業は、本市の地方創生にとって重要な柱の一つですので、関係者との連携を密にし、歴史・自然・文化

等観光資源豊富な北茨城を直接消費者にアピールするための旅行商品を引き続き開催します。
　・築地市場鍋グランプリで「あんこう鍋」が優勝を獲得したことなど明るい材料もあり、引き続き、県内外各

地のイベントに参加し広域的な宣伝活動を展開します。
　・「天心の旧宅、庭園、周辺の海岸の景観」が国の登録記念物として登録されたことから、四季を彩る花の植栽、

慰霊塔の設置、映画「天心」ロケセットの一般開放など魅力のある五浦岬公園と連携させ、歴史・自然・文
化を広くＰＲし観光誘客の促進に努めます。

　・グリーン並びにブルーツーリズムによる新たな体験型旅行商品の開発、県北ジオパークを観光資源として有
効活用するなど、ニーズに即応しながら観光誘客を図り、積極的に観光振興、地域の活性化に取り組みます。

　平成27年度に市制施行60周年を迎える北茨城が目指すものは、市民が健やかに生活
できること、すなわち「ひとの健康」と「まちの健康」であります。
　保健・医療・福祉サービスを包括的に受けられる仕組みを作り「ひとの健康」を、また、
地域の活性化、人口減少対策、インフラの整備をし「まちの健康」を本市の地域創生の取
り組みに掲げ、住み慣れた地で安心して生活できる「健康都市づくり」の実現を目指します。
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会 計 区 分 今年度予算額 前年度予算額 比　　　較 増減率（％）
一　般　会　計 233 億 5000 万円 202 億 5000 万円 31 億円 15.3

特

別

会

計

国 民 健 康 保 険 60 億 3562 万 3 千円 52 億 5743 万 8 千円 7 億 7818 万 5 千円 14.8
水 沼 診 療 所 745 万 4 千円 743 万 1 千円 2 万 3 千円 0.3
公 共 下 水 道 4 億 9725 万円 4 億 2866 万 3 千円 6858 万 7 千円 16.0
漁 業 集 落 排 水 5369 万 2 千円 5042 万 8 千円 326 万 4 千円 6.5
介 護 保 険 34 億 4383 万 3 千円 34 億 1333 万 3 千円 3050 万円 0.9
後 期 高 齢 者 医 療 4 億 3927 万 7 千円 4 億 3880 万 8 千円 46 万 9 千円 0.1

企
業

会
計

上 水 道 15 億 3610 万 9 千円 15 億 9638 万 2 千円 △ 6027 万 3 千円 △ 3.8
工 業 用 水 道 2 億 7342 万 2 千円 2 億 9029 万 6 千円 △ 1687 万 4 千円 △ 5.8
市 立 総 合 病 院 38 億 7 万 9 千円 29 億 2446 万円 8 億 7561 万 9 千円 29.9

平成 27年度会計別予算（当初） ※ △はマイナスを表します。
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担
金
等
の
増
に
よ
り
６
．
５
％
の

増
額
、
総
務
費
は
18
．
３
％
の
減
額
と
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
民
生
費
は
障
害
者

自
立
支
援
給
付
費
お
よ
び
私
立
認
定
子
ど

も
園
施
設
型
給
付
費
等
の
増
に
よ
り
６
．

０
％
の
増
、
衛
生
費
は
３
．
６
％
の
減
額

と
な
り
ま
す
。
農
林
水
産
業
費
は
４
．
６

％
の
減
額
、
商
工
費
は
１
．
５
％
の
減
額

で
す
。
土
木
費
は
磯
原
地
区
公
園
拡
張
工

事
、
北
町
・
浜
田
線
お
よ
び
北
町
・
関
本

中
線
の
街
路
改
良
事
業
等
の
増
に
よ
り
、

94
．
８
％
の
増
額
、
消
防
費
は
消
防
本
部

一
般
会
計
予
算
総
額

一
般
会
計
歳
入
（
収
入
）

一
般
会
計
歳
出
（
支
出
）

歳　入

市　税

自主

財源

依存
財源

56億4734万円

24.2％

59.7％

40.3％

市債
46億4661万6千円

19.9％

市債
46億4661万6千円

19.9％

繰入金
24億1140万7千円

10.3％

諸収入 5億326万2千円 2.2％使用料及び手数料 4億2651万8千円 1.8％

分担金及び負担金 6877万3千円 0.3％

地方交付税
42億9480万1千円

18.4％

地方交付税
42億9480万1千円

18.4％

国県支出金
41億5003万6千円

17.8％

国県支出金
41億5003万6千円

17.8％

各種交付金 7億9600万円 3.4％

繰越金 2億円 0.9％

地方譲与税 1億7400万円 0.7％

財産収入 3124万7千円 0.1％

歳　入（入るお金）233 億 5000 万円市税の内訳

23億6988万5千円

42.0％

市民税

26億1665万3千円

46.3％

固定資産税

23億6988万5千円

42.0％

市民税

26億1665万3千円

46.3％

固定資産税

都市計画税
1億6427万1千円 2.9％

市たばこ税
3億7324万8千円 6.6％

軽自動車税
1億22万3千円 1.8％

入湯税
2306万円 0.4％

平
成
27
年
度

平
成
27
年
度

予
算
の
概
要

予
算
の
概
要

予
算
の
概
要

ひとの健康
まちの健康

ひとの健康
まちの健康

ひとの健康
まちの健康

ひとの健康
まちの健康
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　■重点事業

東日本大震災復興推進事業 25 億 5187 万 3 千円

関本中学校区小中一貫校建設事業 15 億 3566 万 2 千円

図書館建設事業 11 億 127 万 2 千円

消防本部庁舎建設事業 8 億 6976 万円
街路改良事業

（北町・関本中線、北町・浜田線） 13 億 7868 万 3 千円

保育園・認定こども園施設型給付事業 7 億 1994 万 9 千円

タクシー利用助成事業 4120 万 6 千円

小児市助成医療扶助費（拡充） 1925 万円

転作達成促進事業補助金 5065 万円

道路新設改良事業 7735 万円

磯原地区公園整備事業 2 億 6000 万円

防災行政無線設置事業 5689 万 3 千円

小中学校施設耐震補強・防災機能強化事業 4 億 9604 万 8 千円

市民体育館耐震補強・大規模改造事業 1 億 5258 万 3 千円
教育の充実

（ヒロシマで学ぶ平和への旅事業ほか） 566 万 9 千円

　■新規事業

公共施設等総合管理計画策定事業 819 万 4 千円

難病患者見舞金（拡充） 699 万円

放課後児童健全育成事業（拡充） 4299 万 6 千円

茜平総合交流施設改修事業 3700 万円

全国あんこうサミット事業 400 万円

洪水ハザードマップ作成事業 547 万 6 千円

関南小学校校舎改築事業 1998 万 2 千円

磯原中学校校舎等耐力度調査事業 1241 万円

学校ネットパトロール事業 75 万 6 千円

国体推進事業 131 万 3 千円

市長選挙事務事業 2485 万 3 千円

予算に計上された主な事業費

　

特
別
会
計
予
算
は
特
定
分
野
に
限
っ
て

使
う
お
金
で
、
そ
の
額
は
１
０
４
億
７
７

１
２
万
９
千
円
で
、
前
年
度
と
比
べ
９
．

２
％
の
増
額
に
な
り
ま
し
た
。

　

企
業
会
計
予
算
は
、
上
水
道
、
工
業
用

水
道
、
市
民
病
院
の
予
算
で
前
年
度
と
比

べ
16
．
６
％
増
の
総
額
56
億
９
６
１
万
円

で
す
。

庁
舎
建
設
工
事
等
で
24
．
７
％
の
増
額
で

す
。
さ
ら
に
、
教
育
費
は
関
本
中
学
校
区

小
中
一
貫
校
建
設
工
事
及
び
図
書
館
建
設

工
事
等
で
84
．
１
％
の
増
額
と
な
っ
て
い

ま
す
。

特
別
会
計
予
算

企
業
会
計
予
算

歳　出

民生費
53億3137万7千円

22.8％

教育費
43億6232万6千円

18.7％

総務費

土木費

衛生費

30億5962万9千円

27億3166万9千円

18億5968万2千円

13.1％

11.7％

8.0％

消防費
18億5329万7千円

7.9％

消防費
18億5329万7千円

7.9％

農林水産費
19億1652万4千円

8.2％

農林水産費
19億1652万4千円

8.2％

公債費 15億6518万円 6.7％

商工費 3億5469万6千円 1.5％

議会費 2億4616万3千円 1.1％ その他 6885万7千円 0.3％

災害復旧費 60万円 0.0％

歳　出（使うお金）233 億 5000 万円

市民一人当たりに
使われるお金

530,585円530,585円530,585円
※金額は予算額を3月1日
現在の人口（44,008人）
で割ったもの

消 防 費
42,113円

土 木 費
62,072円

教 育 費
99,126円

議 会 費
5,593円

総 務 費
69,524円

民 生 費
121,146円

衛 生 費
42,258円

公 債 費
35,566円

商 工 費
8,060円

農林水産業費
43,549円

予算総額 394億3673万9千円

一般会計 233億5000万円

特別会計 104億7712万9千円

企業会計 56億961万円
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こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
市
民
と

行
政
が
よ
き
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
地
域

課
題
を
共
有
し
、
課
題
解
決
に
向
け
、
と

も
に
考
え
、
知
恵
を
出
し
合
い
、
連
携
・

協
力
す
る
新
た
な
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

こ
の
た
め
、市
民
の
代
表
者
か
ら
な
る「
市

民
協
働
指
針
策
定
委
員
会
」
よ
り
答
申
を

受
け
、「
北
茨
城
市
市
民
協
働
指
針
」
を

策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
指
針
は
、
協
働
の
仕
組
み
と
基
本

的
な
事
項
を
定
め
る
こ
と
で
協
働
の
機
会

を
増
や
し
、
よ
り
一
層
効
果
的
に
進
め
る

た
め
の
ル
ー
ル
と
す
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
指
針
に
よ
っ
て
、
ま
ち
づ
く
り
に

関
わ
る
全
て
の
市
民
と
行
政
が
、
互
い
に

信
頼
で
き
る
関
係
を
築
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の

特
色
と
個
性
を
生
か
し
な
が
ら
連
携
・
協

力
し
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

問
ま
ち
づ
く
り
協
働
課
協
働
推
進
係

（
鈴
木
）
内
１
９
１

「
北
茨
城
市
市
民
協
働
指
針
」
を
策
定
し
ま
し
た

第１回

市議会定例会市議会定例会市議会定例会
平成27年度北茨城市
一般会計予算など議案
42件を可決
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５
月
31
日
執
行
予
定
の
北
茨
城
市
長

選
挙
に
お
い
て
、
当
日
投
票
に
行
け
な

い
方
は
、
期
日
前
投
票
ま
た
は
不
在
者

投
票
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
立
候
補
を
予
定
さ
れ
て
い
る

方
は
、
立
候
補
予
定
者
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
の
で
、出
席
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票
の
で
き

る
期
間
５
月
25
日
㈪
～
30
日
㈯

※
期
日
前
投
票
所
に
つ
い
て
は
、
来

月
号
の
広
報
き
た
い
ば
ら
き
に
掲

載
し
ま
す
。

○
立
候
補
予
定
者
説
明
会

　

５
月
１
日
㈮
午
後
２
時　

　

市
役
所
３
階
全
員
協
議
会
室

　

※
諸
届
出
の
用
紙
を
配
布
し
ま
す
。

問
総
務
課
内
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

（
山
縣
）
内
３
２
１

市
税
等
の
出
張
徴
収
を

　
　
　
　
終
了
し
ま
す

　

各
税
目
納
期
限
日
ご
と
に
各
地
区
公

民
館
、
多
目
的
集
会
所
で
実
施
し
て
い

る
出
張
徴
収
は
、
６
月
１
日
（
軽
自
動

車
税
納
期
分
）
を
も
っ
て
終
了
し
ま
す
。

ご
利
用
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
後
と
も
納
期
内
納
付
に
ご

理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
出
張
徴
収
会
場

中
郷
多
目
的
集
会
所　

華
川
町
公
民

館　

関
南
多
目
的
集
会
所　

大
津
町

公
民
館　

平
潟
町
公
民
館　

関
本
多

目
的
研
修
集
会
所

問
収
納
課
（
納
税
相
談
）

内
１
６
２
～
１
６
６

北
茨
城
市
長
選
挙

北
茨
城
市
長
選
挙

北
茨
城
市
長
選
挙

お
知
ら
せの

　

平
成
27
年
第
１
回
市
議
会
定
例
会
が
、

３
月
３
日
か
ら
20
日
ま
で
18
日
間
の
会
期

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
議
会
に
は
、
平
成
27
年
度
当
初
予

算
案
な
ど
、
議
案
42
件
が
提
出
さ
れ
、
慎

重
に
審
議
さ
れ
た
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案

ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

介
護
保
険
法
に
基
づ
く
介
護
保
険
事
業

計
画
の
見
直
し
に
よ
り
、
平
成
27
年
度
か

ら
29
年
度
ま
で
の
第
１
号
被
保
険
者
の
保

険
料
率
を
定
め
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
条
例

の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

◎
北
茨
城
市
民
病
院
事
業
の
設
置
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

家
庭
医
療
セ
ン
タ
ー
の
開
設
及
び
病
院

事
業
の
地
方
公
営
企
業
法
の
全
部
適
用
へ

の
移
行
に
伴
い
、
条
例
の
一
部
を
改
正
し

ま
し
た
。

■
可
決
さ
れ
た
主
な
予
算

◎
平
成
26
年
度
北
茨
城
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
７
、
８
号
）

　

５
億
９
７
４
９
万
６
千
円
を
減
額
し
、

歳
入
歳
出
総
額
が
２
２
５
億
４
３
９
２
万

７
千
円
に
な
り
ま
し
た
。

※
平
成
27
年
度
当
初
予
算
の
概
要
は
、
６

～
７
頁
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

■
可
決
さ
れ
た
主
な
議
案

◎
北
茨
城
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正
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　４月から国民健康保険税と後期高齢者医療保険料の軽減制度と上限額については次のとおり
変更となります。（変更点は緑色太字）

市の施設の使用料などが変わります国民健康保険税・後期高齢者医療保険料の軽減制度と上限額について国民健康保険税・後期高齢者医療保険料の軽減制度と上限額について国民健康保険税・後期高齢者医療保険料の軽減制度と上限額について

問国民健康保険については………… 保険年金課 保険係（中村、太田）内１８２、１８３
　後期高齢者医療保険については…《保険料の納付》保険年金課 医療年金係（細金、芳賀）内１８７
　　　　　　　　　　　　　　　　《保険料の算定》茨城県後期高齢者医療広域連合 事業管理課
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎ 029 − 309 − 1213

世帯（被保険者と世帯主）の
総所得金額等の合計

軽 減 割 合 そ の 他

国 民 健 康 保 険 後期高齢者保険 ※申請はいりません
が、世帯主と加入者
全員の住民税等の申
告が必要です。総所
得金額が０円の場合
も申告してください。

33 万円を超えない世帯で、被保険者全員が年金
収入 80 万円以下の世帯

（※その他各種所得がない場合）
− ９割

33 万円を超えない世帯 ７割 ８. ５割

33 万円＋26万円×被保険者数を超えない世帯 ５割 ５割 ※保険料等を計算し
た「保険料額決定通
知書」と納付方法を
記した通知が、納付
書払い（口座振替）
の方は７月に、年金
天引きの方は８月に
送付されます。

33 万円＋47万円×被保険者数を超えない世帯 ２割 ２割

軽減される項目 均等割額
平等割額 均等割額

保険税等の上限額（年額） ８５万円 ５７万円

　

20
歳
以
上
の
方
は
、
学
生
で
あ
っ
て
も

国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
学
生
の
方
は
一
般
的
に
所

得
が
少
な
い
た
め
、
本
人
の
所
得
が
一
定

額
以
下
の
場
合
、
年
金
保
険
料
の
納
付
が

猶
予
さ
れ
る
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
が

あ
り
ま
す
。

○
対
象
者　

大
学
・
短
大
・
高
校
・
高
等

　

専
門
学
校
な
ど
に
在
学
す
る
方

　

※
一
部
対
象
外
の
学
校
が
あ
り
ま
す
。

○
手
続
に
必
要
な
も
の

①
年
金
手
帳
ま
た
は
納
付
書

②
有
効
期
間
が
表
示
さ
れ
た
学
生
証
ま

た
は
在
学
証
明
書

③
印
鑑

④
加
入
届
（
20
歳
到
達
者
の
み
）

○
申
請
に
つ
い
て
の
注
意
点

　

学
生
納
付
特
例
を
受
け
る
に
は
毎
年
申

請
が
必
要
で
す
。

　

平
成
26
年
度
の
特
例
承
認
を
受
け
た
方

へ
は
、
平
成
27
年
度
の
申
請
書
が
日
本

年
金
機
構
か
ら
郵
送
さ
れ
ま
す
。（
現

在
も
学
生
の
方
の
み
）　

必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　

日
本
年
金
機
構
か
ら
申
請
書
が
届
か
な

か
っ
た
方
、
平
成
26
年
度
分
の
申
請
を

忘
れ
た
方
は
下
記
で
申
請
が
必
要
で
す
。

○
留
年
等
を
し
た
場
合

　

留
年
や
進
学
、
編
入
学
し
た
場
合
は
、

新
た
に
申
請
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
退

学
の
場
合
も
届
出
が
必
要
で
す
。

※
卒
業
後
、
就
職
が
決
ま
ら
ず
保
険
料

を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、

左
記
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
承
認
期
間

　

承
認
さ
れ
た
期
間
は
、
老
齢
基
礎
年
金
、

障
害
基
礎
年
金
、
遺
族
基
礎
年
金
を
受

給
す
る
た
め
に
必
要
な
期
間
と
し
て
計

算
さ
れ
ま
す
。

※
老
齢
基
礎
年
金
は
受
給
額
の
計
算
か

ら
外
れ
、
年
金
額
が
減
少
し
ま
す
。

年
金
額
を
増
額
し
た
い
と
き
は
、
10

年
以
内
で
あ
れ
ば
納
付
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
（
追
納
）。

問
保
険
年
金
課
医
療
年
金
係

（
皆
川
）
内
１
８
６

　

日
立
年
金
事
務
所

☎
０
２
９
４

−

24

−

２
１
２
５

国
民
年
金
学
生
納
付
特
例
制
度
を

ご
存
じ
で
す
か
？
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児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶

養
手
当
・
特
別
障
害
者
手
当
等

の
手
当
額
が
変
わ
り
ま
す

　

全
国
消
費
者
物
価
指
数
の
引
き
上
げ
に

伴
い
、
４
月
分
か
ら
の
手
当
額
が
左
記
の

と
お
り
全
国
一
斉
に
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

手　当　名 平成 27 年
３月分まで

平成 27年
４月分から

児童扶養手当
全部支給 41,020 円 42,000 円

一部支給 41,010 円
　　〜 9,680 円

41,990 円
　　〜 9,910 円

特別児童扶養手当
１級 49,900 円 51,100 円
２級 33,230 円 34,030 円

特別障害者手当等

特別障害者手当 26,000 円 26,620 円
障害児福祉手当 14,140 円 14,480 円
経過的福祉手当 14,140 円 14,480 円

問
社
会
福
祉
課
児
童
福
祉
係

　
　

（
飯
樋
）
内
１
３
８

　

市
で
は
高
齢
者
や
そ
の
家
族
を
対
象
に
、

軽
度
生
活
支
援
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

軽
度
生
活
援
助
事
業

　

在
宅
で
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
な
ど
に

対
し
て
、
簡
単
な
日
常
生
活
上
の
援
助
を

行
い
ま
す
。

○
対
象　

お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
単
身
世

帯
や
高
齢
者
の
み
の
世
帯

○
支
援
内
容　

援
助
員
を
派
遣
し
外
出
時

の
援
助
、
食
材
の
買
い
物
、
家
周
り
の

手
入
れ
、
家
屋
内
の
整
理
整
頓
な
ど
の

サ
ー
ビ
ス

○
費
用　

１
時
間
当
た
り
２
０
０
円
（
そ

の
他
、実
費
負
担
が
か
か
る
場
合
あ
り
）

○
申
請
に
必
要
な
も
の　

印
鑑

徘
徊
高
齢
者
等
家
族
支
援
サ
ー
ビ
ス

　

徘
徊
（
は
い
か
い
）
時
、
早
期
に
発
見

で
き
る
よ
う
位
置
検
索
シ
ス
テ
ム
を
貸
し

出
し
ま
す
。

○
対
象　

徘
徊
の
見
ら
れ
る
認
知
症
高
齢

者
や
知
的
障
害
者
の
方
を
在
宅
で
介
護

し
て
い
る
家
族

○
費
用　

基
本
月
額　

５
４
０
円
（
消
耗

品
代
金
が
別
途
か
か
る
場
合
あ
り
）

※
検
索
シ
ス
テ
ム
加
入
料
、
貸
与
機
器

の
レ
ン
タ
ル
料
、
位
置
情
報
提
供
料

金
は
市
が
負
担
し
ま
す
。

○
申
請
に
必
要
な
も
の　

本
人
の
顔
写
真

２
枚
、
預
金
通
帳
と
届
出
印

訪
問
理
美
容
費
の
助
成　
　

　

店
舗
で
の
理
美
容
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が

困
難
な
方
に
、
訪
問
理
美
容
費
の
一
部
を

助
成
し
ま
す
。

○
対
象　

65
歳
以
上
の
在
宅
高
齢
者
で
、

介
護
保
険
制
度
の
要
介
護
３
、
４
、
５

に
認
定
さ
れ
て
い
る
方

○
助
成
内
容　

訪
問
理
美
容
登
録
店
の
出

張
経
費
を
、
１
回
の
利
用
で
１
０
０
０

円
、
年
間
４
回
の
給
付
券
を
交
付

　

※
散
髪
等
の
実
費
は
利
用
者
負
担
で
す
。

○
申
請
に
必
要
な
も
の　

印
鑑
、
介
護
保

険
被
保
険
者
証

※
こ
の
助
成
は
年
度
ご
と
に
更
新
申
請

が
必
要
で
す
。

介
護
用
品
の
給
付

　

紙
お
む
つ
な
ど
の
介
護
用
品
を
給
付
し

ま
す
。

○
対
象　

在
宅
高
齢
者
の
方
で
介
護
用
品

を
使
用
し
、
介
護
保
険
制
度
の
要
介
護

４
ま
た
は
５
と
認
定
さ
れ
て
い
る
方
を

介
護
し
て
い
る
家
族

○
給
付
方
法　

月
額
３
０
０
０
円
分
の
給

付
券
を
交
付

○
申
請
に
必
要
な
も
の　

印
鑑
、
介
護
保

険
被
保
険
者
証

※
こ
の
給
付
は
年
度
ご
と
に
更
新
申
請

が
必
要
で
す
。

申
問
高
齢
福
祉
課
高
齢
者
支
援
係

（
増
田
）
内
１
２
１

高
齢
者
支
援
事
業

高
齢
者
支
援
事
業

ご
利
用
く
だ
さ
い

70
歳
以
上
の
皆
様
に

　
通
り
ゃ
ん
せ
敬
老
招
待
券
を

配
布
し
ま
す

　

市
で
は
、
70
歳
以
上
の
ご
長
寿
を
お
祝

い
し
、
中
郷
温
泉
通
り
ゃ
ん
せ
敬
老
招
待

券
を
左
記
の
と
お
り
郵
送
配
布
（
４
月
上

旬
）
し
ま
す
。
ゆ
っ
た
り
と
温
泉
に
つ
か

り
、
く
つ
ろ
い
だ
時
間
を
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

○
利
用
期
間　

４
月
１
日
㈬
か
ら
１
年
間

○
利
用
施
設　

中
郷
温
泉「
通
り
ゃ
ん
せ
」

○
該
当
す
る
方　

昭
和
21
年
４
月
１
日
以

前
に
生
ま
れ
た
方

○
利
用
事
項　

招
待
券
１
枚
で
本
人
と
付

添
者
の
計
２
人
が
１
回
限
り
無
料
で
入

場
で
き
ま
す
。
利
用
す
る
際
に
施
設
受

付
へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

問
高
齢
福
祉
課
高
齢
者
支
援
係

（
増
田
）
内
１
２
１

65歳以上の方に配布しています。
詳しくは右記、高齢福祉課へ。
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市の施設の使用料などが変わります自動車税の減免（免除）申請を忘れずに…自動車税の減免（免除）申請を忘れずに…自動車税の減免（免除）申請を忘れずに…
心身に障害がある方が使用する車両で次に該当する場合は、自動車税の減免を受けることができます。

○対象車両　心身に障害のある方が通学・通勤・通所・生業のために運転または同乗する車両
　　　　　　※障害者１人につき１台
○対 象 者　以下の①〜④のいずれかに該当する方
　　　　　　①身体障害者手帳をお持ちの方で下の等級表（※）で●または○に該当する方
　　　　　　②療育手帳で判定がマルＡまたはＡの方
　　　　　　③精神障害者保健福祉手帳の障害者等級が１級で以下のいずれかに該当する方
　　　　　　　・自立支援医療受給者証（精神通院）の交付を受けている方
　　　　　　　・医療福祉費受給者証の交付を受けている方
　　　　　　　・当該障害のために通院している方
　　　　　　④戦傷病者手帳をお持ちの方
　　　　　　※４月１日以前に手帳の交付を受けている方が対象となります。

○障害等級表（※）

障 害 の 区 分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級
視覚障害 ● ● ● ●
聴覚障害 ● ●
平衡機能障害 ●
音声機能障害 ●
上肢障害 ● ●
下肢障害 ● ● ● ○ ○ ○
体幹機能障害 ● ● ● ○

乳幼児期以前の非進行
性の脳病変による運動
機能障害

上肢
機能 ● ●

下肢
機能 ● ● ● ● ● ●

心臓機能障害 ● ●
じん臓機能障害 ● ●
呼吸器機能障害 ● ●
ぼうこう又は直腸機能障害 ● ●
小腸の機能障害 ● ●
ヒト免疫不全ウイルスによる
免疫機能障害 ● ● ●

肝臓機能障害 ● ● ●
○は、障害者の方が運転する場合に限ります。

○必要書類（軽自動車税）
　１. 減免申請書
　２. 身体障害者手帳等の写し
　３. 自動車車検証の写し
　４. 運転者の免許証の写し
　５. 納税通知書
　６. 納税義務者の印鑑
※普通自動車については、県税事務所へ確

認してください。

○申請先
　軽自動車　市役所税務課
　普通自動車　常陸太田県税事務所
　　　　　　　（高萩支所も可）

○申請期限

　軽自動車　　６月１日㈪
　普通自動車　６月１日㈪

申問軽自動車については
　　税務課（荒川、鈴木）内１５５

　　普通自動車については
　　常陸太田県税事務所　　　　　

☎ 0294 − 80 − 3314



○
対
象
者　

20
～
39
歳
（
平
成
28
年
４
月

１
日
現
在
）
で
、
学
校
や
職
場
等
で
定

期
健
診
を
受
け
る
機
会
の
な
い
方
（
加

入
す
る
健
康
保
険
は
問
い
ま
せ
ん
）

○
自
己
負
担
金　

１
２
０
０
円

○
用
意
す
る
も
の　

受
診
券
（
４
月
中
旬

頃
郵
送
し
ま
す
）、
保
険
証

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
直
接
会
場
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。
受
診
券
が
な
い
場

合
は
事
前
に
左
記
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
健
康
づ
く
り
支
援
課
予
防
指
導
係

（
下
山
田
）
内
１
９
６

申
問
健
康
づ
く
り
支
援
課
予
防
指
導
係

（
下
山
田
）
内
１
９
６

○
対
象
者　

40
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
国
民

健
康
保
険
加
入
者
、
75
歳
以
上
の
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
加
入
者

※
受
診
券
は
４
月
下
旬
に
対
象
の
方
全

員
に
お
送
り
し
ま
す
。
健
診
の
詳
し

い
内
容
等
に
つ
い
て
は
同
封
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
等
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
自
己
負
担
金　

無
料

　
（
オ
プ
シ
ョ
ン
を
除
く
）

・
例
年
、
大
変
混
み
合
い
ま
す
。
事
前
に

問
診
票
を
記
入
し
受
付
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
午
前
中
、
受
付
開
始
直

後
、
女
性
の
み
の
健
診
は
特
に
混
雑
し
、

待
ち
時
間
が
長
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

・
受
診
券
を
紛
失
し
た
方
は
再
発
行
し
ま

す
の
で
、
左
記
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

・
６
月
以
降
の
日
程
に
つ
い
て
は
受
診
券

に
同
封
さ
れ
て
い
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
広
報
き
た
い

ば
ら
き
等
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
保
険
年
金
課

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
の
方　
　

　
　

保
険
係
（
上
妻
、
川
端
）
内
１
８
４

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に
加
入
の
方　

　

医
療
年
金
係
（
皆
川
）　

内
１
８
６

○日時と場所
月　日 受 付 時 間 場　　　所

５月１日㈮
9:30 〜 10:30 中郷ふるさとコミュニティセンター

（中二小跡地）

13:30 〜 14:30 中郷ふるさとコミュニティセンター
（中二小跡地）

５月７日㈭
9:30 〜 10:30 市民ふれあいセンター

13:30 〜 14:30 市民ふれあいセンター

５月８日㈮
9:30 〜 10:30 関南多目的集会所

13:30 〜 14:30 関南多目的集会所

は女性のみの実施です。

は女性のみの実施です。５月の健診日程
月　日 受 付 時 間 会　　場

５月 11 日㈪
9:30 〜 10:30 中郷ふるさとコミュニティセンター

13:30 〜 14:30 石打場地区公民館

５月 12 日㈫
9:30 〜 10:30 中郷多目的集会所※

13:30 〜 14:30 中郷多目的集会所※

５月 13 日㈬
9:30 〜 10:30 中郷ふるさとコミュニティセンター

13:30 〜 14:30 中郷ふるさとコミュニティセンター

５月 14 日㈭
9:30 〜 10:30 中郷ふるさとコミュニティセンター

13:30 〜 14:30 中郷ふるさとコミュニティセンター

５月 15 日㈮
9:30 〜 10:30 小野矢指集落センター

13:30 〜 14:30 足洗公民館

５月 17 日㈰ 9:30 〜 10:30 中郷ふるさとコミュニティセンター

５月 19 日㈫
9:30 〜 10:30 石岡区民会館

13:30 〜 14:30 日棚生活改善センター

５月 20 日㈬
9:30 〜 10:30

汐見ケ丘望海会館
13:30 〜 14:30

５月 21 日㈭
9:30 〜 10:30 松井農村集落センター

13:30 〜 14:30 小川田園都市センター

５月 22 日㈮
9:30 〜 10:30

中郷多目的集会所※
13:30 〜 14:30

５月 25 日㈪
9:30 〜 10:30 保健センター

13:30 〜 14:30 保健センター

乳 が ん 検 診 子 宮 が ん 検 診

対 象 者 30 歳以上（H28.4.1 現在） 20 歳以上（H28.4.1 現在）

検 診 内 容

○ 39 歳以下と 40 歳以上の奇数年齢の方
　視触診、超音波検診
○ 40 歳以上の偶数年齢の方
　視触診、マンモグラフィ（乳房 X 線検査）

子宮頸部の細胞診検査

自 己 負 担 金
1 9 0 0 円 2 4 0 0 円

医療機関にお支払いください

指 定 医 療 機 関
県北医療センター高萩協同病院
諸原産婦人科医院

北茨城市民病院、内田医院、
県北医療センター高萩協同病院、
諸原産婦人科医院

※受診には指定医療機関への予約が別途必要です。

申 込 方 法 4 月 20 日㈪〜 11 月 30 日㈪までに、集団健診会場または電話で左記へ

※工事により車の乗り入れ不可。車で来場の方は他会場へ。
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必
ず
受
診
し
ま
し
ょ
う
！

必
ず
受
診
し
ま
し
ょ
う
！
年
１
回
の

年
１
回
の
健
康

査

康
診
査

特
定
検
診
等
を
受
診
す
る
こ
と
で
自
身
の
健
康
状
態
を
知
り
、
病
気
の
予
防
に
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一
般
健
康
診
査

乳
が
ん
医
療
機
関
検
診

子
宮
が
ん
医
療
機
関
検
診

特
定
健
康
診
査
・
後
期
高
齢
者
健
康
診
査



住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

設
置
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す

浄
化
槽
の
設
置
費
用
を

補
助
し
ま
す

環
境
に
や
さ
し
い
取
り
組
み

　

市
で
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利

用
を
促
進
し
、
地
球
温
暖
化
防
止
を
図
る

た
め
、
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を

設
置
す
る
方
に
設
置
費
用
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。

○
補
助
対
象
者　

①
～
④
す
べ
て
に
該
当

す
る
方
（
設
置
済
み
の
方
は
対
象
外
）

①
市
内
に
住
所
を
有
し
、
ま
た
は
有
す

る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
方
で
、
未
使

用
の
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
（
太
陽

電
池
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
最
大
出
力
値
が

10
ｋ
Ｗ
未
満
）
を
設
置
す
る
方

②
市
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

③
電
力
会
社
と
電
力
需
給
契
約
を
結
ぶ
方

④
補
助
申
請
の
年
度
内
に
す
べ
て
の
手

続
が
完
了
で
き
る
方

○
補
助
内
容　

太
陽
電
池
モ
ジ
ュ
ー
ル
の

最
大
出
力
１
㌗
あ
た
り
３
万
円
で
、
申

請
１
件
の
上
限
額
は
10
万
円
で
す
。

○
募
集
期
間　

５
月
11
日
㈪
〜
12
月
25
日
㈮

○
募
集
数　

予
算
の
範
囲
内（
約
50
件
分
）

※
抽
選
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
申
請
方
法　

申
請
書
に
次
の
必
要
書
類

を
添
付
し
、
生
活
環
境
課
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。（
申
請
書
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
取
得
す
る
か
担
当
課
に
あ
り
ま
す
。）

①
シ
ス
テ
ム
の
設
置
に
要
す
る
費
用
の

内
訳
が
記
載
さ
れ
た
見
積
書
ま
た
は

契
約
書
の
写
し

②
シ
ス
テ
ム
の
形
状
や
規
格
が
わ
か
る

書
類

③
住
宅
の
位
置
図
と
シ
ス
テ
ム
設
置
予

定
場
所
の
配
置
図
や
現
況
の
写
真

④
新
築
の
場
合
は
建
築
基
準
法
第
６
条

第
１
項
の
確
認
済
証
の
写
し

⑤
申
請
者
以
外
が
所
有
す
る
住
宅
の
場

合
は
住
宅
所
有
者
の
承
諾
書

⑥
市
税
の
滞
納
が
な
い
旨
の
証
明
書

⑦
そ
の
他
市
長
が
必
要
と
認
め
る
書
類

詳
し
く
は
生
活
環
境
課
へ

○
浄
化
槽
を
設
置
す
る
と
・
・
・

　

し
尿
と
家
庭
用
雑
排
水
を
あ
わ
せ
て
処

理
す
る「
浄
化
槽（
合
併
処
理
浄
化
槽
）」

を
設
置
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ト
イ
レ

を
水
洗
化
し
て
快
適
な
生
活
を
送
れ
る

と
と
も
に
、
き
れ
い
な
水
を
流
し
て
河

川
を
守
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
対
象
の
浄
化
槽

　

主
に
居
住
を
目
的
と
し
た
住
宅
（
住
宅

小
規
模
店
舗
等
を
併
設
し
た
も
の
で
、

住
宅
部
分
の
床
面
積
が
総
床
面
積
の
２

分
の
１
以
上
の
も
の
を
含
む
）。
た
だ

し
、
建
売
住
宅
、
賃
家
、
別
荘
な
ど
を

除
き
ま
す
。

○
申
請
方
法

　

申
請
書
は
４
月
か
ら
左
記
で
受
け
付
け

ま
す
。
ま
た
、
予
算
の
範
囲
内
で
の
補

助
と
な
り
ま
す
。（
先
着
順
）

申
問
生
活
環
境
課 

（
野
口
、
長
塚
）
内
３
７
２
、３
７
３
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㈶
自
治
総
合
セ
ン
タ

ー
は
、
全
国
宝
く
じ
の

収
入
を
財
源
に
、
住
民

が
行
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
を
推
進
し
、
そ
の

健
全
な
発
展
と
宝
く
じ

の
普
及
広
報
の
た
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

○
助
成
対
象

　

市
内
の
自
治
会
・
町
内
会
等
の
地
域

的
共
同
活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体
ま

た
は
そ
の
連
合
体
（
宗
教
団
体
、
営

利
団
体
、
公
益
法
人
、
趣
味
の
愛
好

会
、
イ
ベ
ン
ト
等
の
た
め
の
団
体
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
そ
の
他
の
活
動
が
地
域
に

密
着
し
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
団

体
等
を
除
く
）

※
申
請
は
、
市
・
県
を
経
由
し
、
自
治

総
合
セ
ン
タ
ー
が
決
定
す
る
た
め
、

申
請
団
体
が
助
成
に
該
当
し
な
い
と

判
断
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

申
問
ま
ち
づ
く
り
協
働
課
協
働
推
進
係 

（
松
川
、
鈴
木
）
内
１
９
１

【平成 26 年度実績】

富士ケ丘区

祭事用の備品を整備しました

コミュニティ
助成事業の
コミュニティ
助成事業の
ご 案 内
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○
募
集
基
準　

　

市
内
在
住
で
泳
ぎ
に
自
信
の
あ
る
方

○
募
集
人
数　

　

海
洋
セ
ン
タ
ー　

10
人
程
度

　

市
民
プ
ー
ル　

16
人
程
度

○
勤
務
期
間

　

海
洋
セ
ン
タ
ー
６
月
20
日
～
８
月
31
日

　

市
民
プ
ー
ル　

７
月
18
日
～
８
月
23
日

○
勤
務
時
間

　

午
前
８
時
～
午
後
４
時
45
分

○
日
給　

　

学
生　

５
８
０
０
円

　

一
般　

６
０
０
０
円

　

※
交
通
費
別
途
支
給

○
申
込
方
法　

生
涯
学
習
課
に
備
え
付
け

の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
申
込
締
切　
５
月
29
日
㈮

【
面
接
、
実
技
】

○
と
き　
６
月
６
日
㈯

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

○
と
こ
ろ　

関
南
多
目
的
集
会
所
、
海
洋

セ
ン
タ
ー

申
問
生
涯
学
習
課 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

（
鳥
居
、
大
山
）
内
４
２
０
～
４
２
２

海
洋
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル
・

市
民
プ
ー
ル
の
監
視
員
募
集

『
地
域
で
医
師
を
育
て
る
重
要
性
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て

紙
上
ク
リ
ニ
ッ
ク

紙
上
ク
リ
ニ
ッ
ク

紙
上
ク
リ
ニ
ッ
ク

北
茨
城
市
民
病
院

　
　
　
　
　

内
科　

宮
澤　

麻
子　

　

北
茨
城
市
の
医
師
数
は
、
全
国
で
も
医

師
不
足
と
言
わ
れ
て
い
る
茨
城
県
全
体
の

平
均
の
さ
ら
に
半
分
ほ
ど
（
人
口
10
万
人

あ
た
り
83
人
、
実
数
は
40
人
程
度
、
平
成

24
年
調
査
）
と
非
常
に
少
な
く
、「
お
医

者
さ
ん
が
少
な
い
」「
も
っ
と
長
く
い
て

ほ
し
い
」
と
の
声
を
よ
く
伺
い
ま
す
。
実

は
、
今
の
若
い
医
師
が
働
き
た
い
病
院
を

選
ぶ
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
は
教
育
（
良
い
研

修
が
で
き
る
か
）
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を

ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
近
い
例
で
は
、
水

戸
協
同
病
院
が
研
修
を
充
実
さ
せ
て
医
療

崩
壊
の
危
機
を
脱
し
、
今
で
は
全
国
有
数

の
人
気
研
修
病
院
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

近
年
は
、
医
学
生
の
時
か
ら
実
習
で
地

域
医
療
を
経
験
す
る
こ
と
が
将
来
地
域
で

働
く
意
欲
を
高
め
る
の
で
は
な
い
か
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
地
域
医
療
実
習
に
は
、

医
学
生
が
地
域
で
活
躍
す
る
医
師
の
姿
を

見
て
地
域
医
療
を
志
す
、
住
民
と
の
交
流

を
通
し
て
地
域
に
親
近
感
を
抱
く
、
と
い

っ
た
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

北
茨
城
で
は
２
０
１
２
年
か
ら
筑
波
大

学
の
地
域
医
療
実
習
を
受
け
入
れ
て
お
り
、

医
学
生
は
病
院
実
習
以
外
に
調
剤
薬
局
実

習
、
健
康
サ
ロ
ン
や
地
域
リ
ハ
ビ
リ
教
室

へ
の
参
加
な
ど
を
通
し
、
地
域
で
医
療
・

保
健
・
福
祉
に
関
わ
る
多
く
の
職
種
の
役

割
を
学
ん
だ
り
、
住
民
の
方
々
の
お
話
し

を
伺
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
こ
の
実
習
で

医
学
生
が
少
し
で
も
地
域
医
療
に
興
味
を

も
っ
た
と
す
れ
ば
、
ご
協
力
い
た
だ
い
て

い
る
皆
さ
ん
は
も
し
か
し
た
ら
将
来
の
北

茨
城
の
医
師
不
足
対
策
に
一
役
買
っ
て
い

る
か
も
し
れ
な
い
の
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
出
来
る
家
庭
医
療
セ
ン
タ
ー

で
は
、
こ
れ
ま
で
の
医
学
生
実
習
を
病
院

と
連
携
し
て
継
続
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん

で
す
が
、
総
合
診
療
医
養
成
の
拠
点
と
し

て
、
初
期
研
修
医
や
後
期
研
修
医
に
対
し

在
宅
医
療
も
含
め
た
地
域
医
療
を
周
辺
の

医
療
機
関
な
ど
と
も
連
携
し
て
実
践
で
き

る
よ
う
、
実
際
の
診
療
の
中
で
研
修
を
行

い
ま
す
。
一
人
一
人
の
研
修
期
間
は
数
ケ

月
か
ら
一
年
と
短
い
の
で
す
が
、
教
育
を

行
っ
て
い
る
限
り
指
導
医
と
若
手
医
師
の

複
数
体
制
を
維
持
し
続
け
ら
れ
る
と
い
う

の
も
特
長
で
す
。
こ
こ
で
充
実
し
た
研
修

が
で
き
れ
ば
、
今
の
研
修
医
が
５
年
後
に

は
中
堅
医
師
と
し
て
、
ま
た
10
年
後
に
は

ベ
テ
ラ
ン
指
導
医
と
な
っ
て
戻
っ
て
く
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
頃
、「
医
者
に

な
り
た
い
」
と
言
っ
て
く
れ
た
北
茨
城
の

小
学
生
が
夢
を
持
ち
続
け
て
く
れ
て
い
た

ら
、
北
茨
城
育
ち
の
指
導
医
が
地
域
実
習

を
指
導
し
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

今
回
は
、
地
域
で
医
師
を
育
て
る
こ
と
、

そ
こ
に
住
民
が
関
わ
る
こ
と
の
重
要
性
に

つ
い
て
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
大
会
参
加
者
募
集

【
第
３
回
市
長
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
】

○
と
き　
５
月
13
日
㈬

○
と
こ
ろ

　

雨
情
の
里
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場

○
申
込
方
法

　

４
月
30
日
㈭
ま
で
に
電
話
で
左
記
へ

【
第
59
回
市
民
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

（
中
学
生
の
部
）】

○
と
き　
５
月
16
日
㈯

○
と
こ
ろ　

雨
情
の
里
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

○
申
込
方
法

　

５
月
１
日
㈮
ま
で
に
電
話
で
左
記
へ

【
第
59
回
市
民
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

（
高
校
・
一
般
の
部
）】

○
と
き　
５
月
17
日
㈰

○
と
こ
ろ　

雨
情
の
里
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

○
申
込
方
法

　

５
月
１
日
㈮
ま
で
に
電
話
で
左
記
へ

申
問
生
涯
学
習
課 

ス
ポ
ー
ツ
振
係

（
立
原
）
内
４
２
１
、
４
２
２
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北茨城市民病院の診療体制

平成 27 年 4 月 1 日現在
診 療 科 月 火 水 木 金 土 入院受入

内 科

午前
初診 稲津・斉藤

角
市毛・横谷

斉藤 後藤・横谷 植草・細村 植草・窪木 市毛・角

可予約 植草・藤枝 藤枝・宮澤 
油井 横谷・斉藤 斉藤・市毛 藤枝・角 宮澤

午後 予約 植草・藤枝
市毛 宮澤・油井 藤枝 植草・細村

市毛 藤枝・角 −

専 門 外 来 − − − − − 禁煙外来
油井（第 1・3） −

循 環 器 内 科
13：00 〜 16：00

午前 山尾 山尾 − 山尾 非常勤
（第 1・3） 山尾

可
午後 − − − − 非常勤

（第 1・3） −

呼 吸 器 科 午前 − − − − 非常勤
（第 2） − −

外 科 午前 小出・竹村 田渕（他）
（第 2・3・5）

小池
窪木

宇佐美・竹村
小池 小出 小池（他） 可

産 婦 人 科
13：00 〜 16：00

午前 小池 小池 小池 小池 井上 小池 可
（婦人科のみ）午後 小池 − − − − −

眼 科 午前 矢部（第 1・3）　糖尿病疾患の予約診療となります。

小 児 科

午後の
診療開始時間は

2 時です

13：00 〜 16：00

一般
外来

午前 小宅 後藤 平木 後藤 後藤 後藤

−
午後 小宅 − − 後藤

第 3 は小宅 平木

−健診・注射 − 予防注射
後藤（午後）

乳児健診       
後藤 ( 午後 ) − −

専門外来 − − 神経外来
浜野 − 心臓外来

堀米（第４午後）

泌 尿 器 科
午前 − − − 黒田 − − −

午後 − − − 黒田
13:00 〜 15:00

− − −

脳 神 経 外 科
午前 楠 金子 布施 楠 楠・金子 楠

−
午後 楠

13:00 〜 14:30
金子

13:00 〜 14:30
布施

13:00 〜 15:00
− 金子

13:00 〜 14:30
−

整 形 外 科
13：00 〜 16：00

午前 − 白 田中 井上 鈴木 −
−

午後 − 白
13:00 〜 15:00

田中 井上
13:00 〜 15:00

鈴木
13:00 〜 15:00

−

耳鼻いんこう科 午前 − − − 二之宮
30 人

− 非常勤 −

皮 膚 科
13：00 〜 16：00

午前 倉持 − − 倉持 − −
−

午後 倉持 − − − − −

歯科口腔外科

午前 大森 大森・内田 大森 大森 菅野 大森
可

午後 大森 大森・内田 大森 大森 菅野 −

口腔外科
専門外来 − − − 吉田

（第 1・3） − − −

当院へ受診変更希望、他院からのご紹介の場合は診療情報提供書をご持参ください。

【再来受付時間】午前8時から１１時まで（11月から変更しています）
　　　　　　　　（午後の受付時間は各診療科の下に記載）
【休診日】	 第２・第４土曜日、日曜、祝日

●各科からのお知らせ
小 児 科 県北地区小児救急は、日立総合病院に集約されています。受診の際は事前に電話連絡が必要です。☎ 0294 － 23 － 1111
整 形 外 科 水・金曜日は東京慈恵会病院の医師による診療です。
循環器内科 第１・３金曜日は茨城県立中央病院の医師による診療です。
呼 吸 器 科 第２・４金曜日は茨城県立中央病院の医師による診療です。

問北茨城市民病院　☎ 46 − 1121 ㈹　総務課　岸（内2108）

●外来担当医のご案内　※（網かけ　　　）は再診予約です。

常勤医師19名
体制で、市民の皆様の
命を守ります。

４月
からは

北
茨
城
市
民
病
院

院
長

植
草
義
史
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【 防災行政無線の内容を電話で確認できます　☎ 43-3110 】

　市内の小・中学校、幼稚園、都市公園、保育所、体育施設などで放射線量を
測定しています。詳細は市ホームページ「新着情報」にも掲載しています。

■常設型モニタリングポスト
　（設置場所：市役所玄関わき）
2月18日～ 3月20日の測定値
・最大値　0.101（2月26日）
・最小値　0.085（3月10日）
■水道水の測定結果
　浄水、原水とも放射性物質は検
出されていません。
■放射線量測定器の貸し出しと
　食品の放射能検査について
　放射能対策プラザ（中郷多目的
集会所内）で受け付けています。

測定値の単位は、すべてマイクロ
シーベルト／毎時です。

測 定 場 所 測 定 値
3 月 12 日

中 郷 第 一 0.08

中 郷 第 二 0.08

石 岡 0.08

精 華 0.10

明 徳 0.08

中 妻 0.09

華 川 0.10

関 南 0.07

大 津 0.09

平 潟 0.08

関 本 第 一 0.07

富 士 ケ 丘 0.09

測 定 場 所 測 定 値
3 月 12 日

中 郷 0.07

磯 原 0.08

華 川 0.09

常 北 0.08

関 本 0.08

測 定 場 所 測 定 値
3 月 5、10 日

石 岡
スポーツ広場 0.10

市 民
サッカー場 0.06

市 民
野 球 場 0.06

磯 原 地 区
テニスコート 0.08

雨 情 の 里
スポーツ広場 0.09

雨 情 の 里
テニスコート 0.09

関 南
ゲートボール場 0.12

大 津
スポーツ広場 0.11

北 部
運 動 広 場 0.09

①小学校（地上 50㎝） ③中学校（地上 1m） ⑤屋外体育施設
（地上 50㎝）

測 定 場 所
測 定 値
3 月 19 日

い そ は ら
幼 稚 園 0.07
杉 の 子
幼 稚 園 0.07
誠 之 会
幼 稚 園 0.09

旭 幼 稚 園 0.07

⑥私立幼稚園（地上 50㎝）

測 定 場 所
測 定 値
3 月 24 日

汐 見 ケ 丘
近 隣 公 園 0.11

粟 野
第 一 公 園 0.07

磯 原
中 央 公 園 0.09

五 浦
第 二 公 園 0.13

浜 道
中 央 公 園 0.09

④都市公園（地上 50㎝）

測 定 場 所 測 定 値
3 月 3、5 日

関 本
保 育 所 0.08
木 皿
保 育 所 0.09
み な み
保 育 園 0.08
磯 原
保 育 園 0.10
大 津
保 育 園 0.08
中 郷
保 育 園 0.08
中 郷
子 ど も の 家 0.10
大 津
子どもの家 0.10

⑦保育所、保育園など
（地上 50㎝）

問①③⑥は教育総務課　内４５１
　⑤は生涯学習課　　　内４２０
　④は都市計画課　　　内２８２
　②⑦は社会福祉課　　内１３２

※環境省の定める除染を実施する
要件は、平均 0.23 マイクロシー
ベルト／毎時以上です。

②福祉センター（地上 1m）

測 定 場 所 測 定 値
3 月 3、5 日

心身障害者
第１福祉センター 0.08
心身障害者
第 2 福祉センター 0.11

市内の放射線量の測定状況をお知らせします市内の放射線量の測定状況をお知らせします

■2月 21日～ 3月 19日の測定結果（放射能対策プラザ、移動測定所にて測定）

※基準値以内で検出された品目および基準値を超過した品目は、「猪肉」です。
※放射能対策プラザは日曜日が休みです。
問生活環境課 環境保全係（大友）内３７１　　放射能対策プラザ　☎ 42‐ 0403

農産物等の放射性物質濃度測定結果をお知らせします農産物等の放射性物質濃度測定結果をお知らせします

項　　目 測定
件数

検出件数 測定品目
基準値以内 基準値超過

飲 料 水 2 0 0 井戸水、水道水

野 菜、 果 物 2 0 0 じゃがいも、白菜

魚介、海藻類 2 0 0 小女子（コウナゴ）

穀 類 1 0 0 白米

肉 、 卵 7 5 2 猪肉、猪肉

※一般食品（水産物・農産物）の放射性物質の基準値は１００Bq/Kg です。			 
※検査結果の詳細は、市のホームページで公表しています。			 

問農林水産課 水産振興係（瓦葺、狩野）内３８２

市内で生産され市場に流通する水産物、農産物の非破壊放射能検査を行っています。
（個人消費の水産物、農産物は検査対象になりません）
■2月 21日〜 3月 20日の検査結果

非破壊放射能検査の結果をお知らせします非破壊放射能検査の結果をお知らせします

項　　目 検査件数 検出件数 測定品目
基準値超過

水 産 物 29 0 ムシガレイ、イシモチ、タラ、ヒラメ、アナゴ、ノドグロ、ヤナギガレイ、ホウボウ、
ニクモチカレイ、コウナゴ、タイ、ナメタガレイ、イシガレイ、ギス、クマヤナギカレイ

農 産 物 0 0



中
郷
第
一
小
学
校
６
年

大
貫 

一
花
さ
ん　

　

中
郷
中
学
校
野
球
部
は
、
３
年
生
８
人
、

２
年
生
12
人
が
森
嶋
徳
臣
先
生
と
鐵
直
紀

先
生
の
指
導
の
も
と
練
習
に
励
ん
で
い
ま

す
。
今
回
は
部
長
の
本
間
珠
羽
さ
ん
、
副

部
長
の
村
上
光
さ
ん
に
お
話
し
を
伺
い
ま

し
た
。

―
ど
の
よ
う
な
雰
囲
気
の
部
？

　

み
ん
な
明
る
く
、
仲
が
良
い
部
で
す
。

メ
リ
ハ
リ
が
あ
っ
て
協
力
的
な
の
で
と
て

も
助
か
っ
て
い
ま
す
。

―
ほ
か
の
部
に
負
け
な
い
こ
と
は
？

　

あ
い
さ
つ
を
し
っ
か
り
大
き
な
声
で
で

き
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
部
員
一
人
ひ

と
り
が
礼
儀
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、

１
球
１
球
を
大
事

に
し
、
練
習
で
も

集
中
を
切
ら
さ
な

い
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。

―
心
に
残
っ
て
い

る
エ
ピ
ソ
ー
ド

は
？

　

１
年
生
の
と
き
、

全
国
大
会
に
出
場

し
た
こ
と
で
す
。
団
結
力
が
と
て
も
あ
る

チ
ー
ム
ば
か
り
で
、
強
さ
に
圧
倒
さ
れ
た

け
ど
貴
重
な
経
験
で
し
た
。
自
分
た
ち
も

も
っ
と
ま
と
ま
り
の
あ
る
チ
ー
ム
に
し
て

ま
た
全
国
大
会
に
行
き
た
い
で
す
ね
。

―
部
長
、
副
部
長
か
ら
ひ
と
言

　

他
の
野
球
部
よ
り
人
数
が
多
い
の
で
お

互
い
刺
激
し
合
い
、
高
め
合
え
る
よ
う
な

部
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
新
１

年
生
の
皆
さ
ん
、
僕
た
ち
と
一
緒
に
野
球

を
し
ま
し
ょ
う
！

―
最
後
に
森
嶋
先
生
か
ら
部
員
の
皆
さ
ん

へ
ひ
と
言
お
願
い
し
ま
す
。

　

試
合
で
勝
つ
こ
と
は
大
切
で
す
が
、
そ

れ
だ
け
で
な
く
団
結
力
や
互
い
を
思
い
や

る
心
を
養
い
、
そ
し
て
礼
儀
を
身
に
付
け

て
欲
し
い
で
す
ね
。
こ
れ
か
ら
も
一
緒
に

が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

デ
ザ
イ
ナ
ー
に
な
り
た
い

〜
見
る
人
に
喜
び
を
〜

　
「
ど
ん
な
作
品
に
し
よ
う
か
な
」

　

私
は
絵
を
描
い
た
り
、
材
料
を
使
っ
て

作
品
を
作
っ
た
り
す
る
こ
と
が
大
好
き
で

す
。
五
年
生
の
時
に
一
生
懸
命
に
作
っ
た

立
体
作
品
が
、
市
の
小
中
学
校
美
術
展
に

出
品
さ
れ
、「
天
心
記
念
五
浦
美
術
館
長

賞
」
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
時
は
、

と
て
も
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、

自
分
の
将
来
の
夢
に
向
か
う
気
持
ち
も
ま

す
ま
す
強
く
な
り
ま
し
た
。

　

私
の
将
来
の
夢
。
そ
れ
は
、
見
る
人
に

感
動
や
喜
び
を
あ
た
え
る
こ
と
が
で
き
る

デ
ザ
イ
ナ
ー
に
な
る
こ
と
で
す
。
三
年
生

の
時
か
ら
、
私
は
よ
く

洋
服
の
絵
を
描
く
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
洋

服
の
色
や
形
、
模
様
、

ど
ん
な
ふ
ん
囲
気
に

す
れ
ば
そ
の
人
に
似

合
う
か
な
ど
、
考
え
れ

ば
考
え
る
ほ
ど
楽
し

く
な
っ
て
き
て
、
洋
服

の
絵
を
描
く
た
び
に
、

デ
ザ
イ
ナ
ー
に
な
り

た
い
と
い
う
思
い
は

ふ
く
ら
ん
で
い
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
様
々
な
作
品
を
制
作
し
て
い
く

に
つ
れ
て
、
洋
服
だ
け
で
な
く
、
人
が
生

活
す
る
家
や
、
大
切
に
使
い
続
け
る
家
具

な
ど
の
建
築
デ
ザ
イ
ン
に
も
興
味
を
も
つ

よ
う
に
も
な
り
ま
し
た
。
私
の
住
ん
で
い

る
家
、
あ
る
い
は
周
り
に
建
っ
て
い
る

数
々
の
家
に
は
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
た
く
さ

ん
の
工
夫
が
ち
り
ば
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

住
む
人
に
喜
び
や
安
ら
ぎ
を
与
え
る
こ
と

が
で
き
る
な
ん
て
、
な
ん
と
す
ば
ら
し
い

こ
と
で
し
ょ
う
。

　

私
は
、
こ
れ
ら
の
夢
を
実
現
す
る
た
め

に
図
工
の
学
習
だ
け
で
な
く
、
日
々
の
学

習
を
大
切
に
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
ら

は
、
こ
れ
か
ら
大
学
で
美

術
を
学
ぶ
上
で
も
、
専
門

的
な
資
格
を
と
る
上
で
も
、

き
っ
と
生
き
て
く
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。「
見
る
人

に
喜
び
を
与
え
た
い
！
」

夢
は
私
に
力
を
く
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
生
活
の
中
で

も
、
夢
に
向
か
っ
て
力
強

く
歩
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

野球部
中郷中学校

団結力を高めて
目指せ全国大会！目指せ全国大会！
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２
月
と
３
月
に
中
郷
保
育
園
で
、
年

長
組
の
子
ど
も
た
ち
が
保
護
者
に
お
茶

で
お
も
て
な
し
を
す
る
と
い
う
お
茶
会

参
観
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
催
し
は

今
年
で
５
年
目
。
子
ど
も
た
ち
に
、
日

本
の
心
を
体
験
さ
せ
た
い
と
い
う
園
の

考
え
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
１
年
間
お
茶
の
先

生
に
茶
道
の
指
導
を
受
け
、
そ
の
成
果

を
こ
の
日
、
保
護
者
に
披
露
し
ま
し
た
。

歩
き
方
や
正
座
の
仕
方
か
ら
習
い
始
め

た
子
ど
も
た
ち

は
、
真
剣
な
ま

な
ざ
し
で
お
茶

を
点
て
と
て
も

大
人
び
て
見
え

ま
し
た
。

　

３
月
６
日
、
中
妻
小
学
校
で
ス
カ
イ

プ
を
活
用
し
た
授
業
が
行
わ
れ
、
５
年

生
の
児
童
が
台
湾
の
恵
来
小
学
校
の
児

童
と
英
語
で
交
流
し
ま
し
た
。

　

中
妻
小
の
子
ど
も
た
ち
は
、「
七
つ

の
子
」
を
英
語
で
歌
い
、
習
字
や
あ
や

と
り
、
ア
ニ
メ
な
ど
日
本
の
文
化
を
英

語
で
紹
介
。
そ
し
て
、
恵
来
小
学
校
の

子
ど
も
た
ち
も
、
台
湾
で
流
行
し
て
い

る
遊
び
や
食
べ
物
、
地
域
の
お
祭
り
な

ど
を
英
語
で
発
表
し
ま
し
た
。

　

ど
れ
も
工
夫
を
凝
ら
し
た
発
表
で
、

「
楽
し
か
っ
た
。

ま
た
ス
カ
イ
プ

で
話
し
た
い
。」

と
外
国
語
学
習

に
意
欲
を
み
せ

て
い
ま
し
た
。

　

３
月
24
日
に
保
健
セ
ン
タ
ー
で
赤
ち

ゃ
ん
サ
ー
ク
ル
が
開
催
さ
れ
、
高
校
生

が
赤
ち
ゃ
ん
と
遊
ん
だ
り
、
身
長
や
体

重
を
測
っ
た
り
、
普
段
で
き
な
い
貴
重

な
体
験
を
し
ま
し
た
。
参
加
し
た
７
人

の
高
校
生
た
ち
は
、
赤
ち
ゃ
ん
に
笑
顔

で
優
し
く
接
し
、
赤
ち
ゃ
ん
た
ち
も
今

日
は
じ
め
て
会
う
お
兄
さ
ん
、
お
姉
さ

ん
と
す
ぐ
に
仲
良
く
な
り
楽
し
そ
う
に

遊
ん
で
い
ま
し
た
。

　

３
月
15
日
に
、
よ
う
・
そ
ろ
ー
イ
ベ

ン
ト
広
場
で
ど
ぶ
ろ
く
＆
あ
ん
こ
う
鍋

祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
祭
り
で
は
、
地
元
で
造
ら
れ
た

ど
ぶ
ろ
く
を
は
じ
め
特
産
品
販
売
や
模

擬
店
出
店
の
ほ
か
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
バ

ン
ド
演
奏
や
コ
ン
サ
ー
ト
、
あ
ん
こ
う

吊
る
し
切
り
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
築
地
市
場
鍋
グ
ラ
ン
プ
リ
で

優
勝
し
た
あ
ん
こ
う
鍋
は
、
用
意
さ
れ

た
５
０
０
食
を
40
分
ほ
ど
で
完
売
し
大

盛
況
で
し
た
。

親
子
で
貴
重
な
体
験
…

お
茶
会
参
観

英
語
で
お
互
い
の
文
化
を
紹
介

ス
カ
イ
プ
交
流
授
業

赤
ち
ゃ
ん

ふ
れ
あ
い
体
験
で
大
奮
闘

ど
ぶ
ろ
く
＆
あ
ん
こ
う
鍋
祭
り
開
催

見つめられると…
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東
日
本
大
震
災
か
ら
４
年
を
迎
え
た

３
月
11
日
に
、
大
津
漁
港
周
辺
で
、
北

茨
城
市
総
合
防
災
訓
練
が
開
催
さ
れ
約

２
０
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
訓
練
は
、
震
災
対
策
と
し
て

設
置
さ
れ
た
「
津
波
避
難
タ
ワ
ー
」
等

で
地
域
と
連
携
し
た
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
効
率
的

な
避
難
体
制
を
確
立
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
訓
練
に
は
、
自
主
防
災
組
織

が
こ
れ
ま
で
の
最
高
と
な
る
11
団
体
、

３
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
こ

と
は
、
防
災
訓
練
の
回
数
を
重
ね
る
ご

と
に
、
自
助
・
共
助
の
意
識
が
、
市
内

全
域
に
広
が
っ
て
き
て
い
る
こ
と
を
意

味
し
ま
す
。

　

３
月
９
日
に
は
市
内
各
中
学
校
で
、

23
日
に
は
市
内
各
小
学
校
で
卒
業
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

関
本
中
学
校
で
は
27
人
が
卒
業
を
迎

え
、
保
護
者
や
在
校
生
、
教
師
に
見
守

ら
れ
る
中
、
一
人
ひ
と
り
卒
業
証
書
を

受
け
取
り
、「
誰
か
ら
も
信
頼
さ
れ
る

心
身
と
も
に
た
く

ま
し
い
人
に
な
っ

て
く
だ
さ
い
」
と

い
う
校
長
の
言
葉

を
胸
に
刻
ん
で
い

る
よ
う
で
し
た
。

式
の
最
後
に
は
全

校
生
徒
で
合
唱
を

披
露
。
卒
業
生
の

皆
さ
ん
は
、
思
い

出
の
学
び
舎
と
の

別
れ
を
惜
し
み
な

が
ら
も
前
を
向
き

新
た
な
第
一
歩
を

踏
み
出
し
ま
し
た
。

自
助
・
共
助
の
意
識
が
広
が
る
…

総
合
防
災
訓
練
開
催

旅
立
ち
の
日
を
迎
え
ま
し
た

市
内
の
小
中
学
校
で
卒
業
式

▲大津保育園の子どもたちも、
　高台の大津小学校へ避難

　市民病院医師・看護師による
▼負傷程度の決定訓練（トリアージ）

▲海に投げ出された要救助者を救助する
　陸上自衛隊　水陸両用車

▲茨城県警による
　埋没車両からの救助訓練

▶
津
波
警
報
の
発
令
を
受
け

　
津
波
避
難
タ
ワ
ー
へ
向
か
う
参
加
者

▲土砂埋没者を救助し、担架で運ぶ訓練
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【４月、５月の主な予定】

　子育て支援センターは、乳幼児のお子さんとそのお母さん等が気軽に集まる場所です。
みんなでおしゃべりしたり、楽しいイベントも用意しています。センターのスタッフに
育児の相談もできます。予約はいりませんのでぜひ遊びに来てください。

中郷子どもの家 エ ン ゼ ル A I A I

利用日 月 曜 日 ～ 金 曜 日 　（ 祝 日 除 く ）

利用時間 午前 9 時～午後 4 時 午前 9 時 30 分～ 午前 9 時～午後 4 時

イ
ベ
ン
ト
日
時
と
内
容

■毎日
■午前10時30分～11時30分

■毎週木曜日
■午前10時～11時30分

■毎週火曜日
■午前10時～11時30分

４　
　

月　

≪０歳～≫
14 日　手作りおもちゃ遊び
17 日　小麦粉粘土
20 日　子育て相談
21、24 日　身体測定
23 日　シール遊び
28 日　母の日制作

≪０歳～１歳半≫
16 日　子どもの日制作
≪１歳半～≫
23 日
子どもの日制作

≪０歳～≫
14 日　お散歩
21 日　　〃
22 日　こいのぼり制作

５　

月

≪０歳～≫
１日　母の日制作
８日　リトミック遊び

≪０歳～１歳半≫
７日　母の日制作
≪１歳半～≫
14 日　母の日制作

【行事】19 日　親子交流会

≪０歳～≫
12 日　シール遊び
19 日　クレヨン遊び
26 日　父の日プレゼント制作

問い合 
わせ先

☎ 42 － 2183 
中郷町石岡 814 － 1

☎ 42 － 0737 
磯原町磯原 798（磯原保育園内）

☎ 46 － 5811 
大津町 1353（大津保育園内）

子育て支援センターのご案内子育て家庭を応援します

　

３
月
25
日
、
磯
原
駅
改
札
口
脇

の
旧
中
部
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に

開
設
し
た「
北
茨
城
観
光
案
内
所
」

の
開
所
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
以
降
、
風
評
被

害
に
よ
り
観
光
客
が
激
減
、
そ
の

対
応
策
の
一
つ
と
し
て
平
成
24
年

７
月
に
は
、
大
津
港
駅
前
に
観
光

案
内
所
「
び
す
と
れ
」
を
開
設
し
、

観
光
客
の
回
復
を
図
っ
て
き
ま
し

た
。
昨
年
11
月
の
築
地
市
場
鍋
グ

ラ
ン
プ
リ
で
本
市
の
「
あ
ん
こ
う

鍋
」
が
優
勝
し
た
こ
と
や
、
今
年

３
月
の
ダ
イ
ヤ
改
正
に
よ
る
磯
原

駅
に
停
車
す
る
特
急
列
車
が
16
本

に
増
便
さ
れ
た
こ
と
と
、
常
磐
線

の
品
川
駅
乗
り
入
れ
実
施
に
あ
い

ま
っ
て
、
北
茨
城
観
光
案
内
所
を

磯
原
駅
改
札
口
脇
に
設
置
し
、
観

光
客
の
増
加
に
つ
な
げ
、
北
茨
城

の
更
な
る
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

【
営
業
時
間
】

午
前
10
時
〜
午
後
４
時（
月
曜
休
）

磯
原
駅
を
ご
利
用
の
際
は
、
ぜ
ひ

お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

観光客を
お出迎え

北茨城
観光案内所
開設

北茨城
観光案内所
開設

北茨城
観光案内所
開設
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ま
な
び
す
と
の
集
い
２
０
１
５

開
催
の
お
知
ら
せ

案  

内

　

生
涯
学
習
名
人
・
達
人
・
才
人

の
表
彰
式
と
講
演
会
を
実
施
し
ま

す
。
多
数
の
皆
様
の
ご
来
場
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

○
と
き　
５
月
17
日
㈰

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

○
と
こ
ろ

　

市
民
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

○
講
演
会　
「
水
戸
学
と
吉
田
松
陰

―
『
東
北
遊
日
記
』
か
ら
―
」

講
師
：
茨
城
県
立
歴
史
館 

歴
史

資
料
課
長 

永
井 

博
氏

○
参
加
費　

無
料

問
生
涯
学
習
課
内
ま
な
び
す
と

　

ア
カ
デ
ミ
ー
事
務
局

（
市
毛
）
内
４
３
２

ハ
ッ
ピ
ー
英
会
話（
前
期
）

　
受
講
生
募
集

前
期
乙
４
類
危
険
物
取
扱
者

試
験
準
備
講
習
会
の
ご
案
内

　

初
級
者
向
け
の
英
会
話
教
室
で

す
。
日
常
的
な
英
会
話
を
楽
し
く

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

○
期
間　
５
月
12
日
㈫
～
６
月
30

日
㈫
（
全
８
回
）
午
後
６
時
30

分
～
７
時
30
分

○
と
こ
ろ

　

市
民
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

○
講
師　

外
国
語
指
導
助
手

○
費
用

　

３
０
０
円
（
資
料
代
な
ど
）

○
募
集
人
数　

30
人　

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
し
、

　

当
選
者
の
み
に
通
知
し
ま
す
。

○
募
集
対
象　

市
内
に
居
住
す
る

高
校
生
以
上
の
英
会
話
初
級
者

○
申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ

　

Ｘ
で
左
記
へ

※
必
要
事
項　

住
所
、氏
名（
ふ

り
が
な
）、
電
話
番
号
、
年
齢

○
申
込
期
限　
４
月
24
日
㈮

申
問
生
涯
学
習
課 

生
涯
学
習
係

（
市
毛
、
金
澤
）
内
４
３
３

㊷
０
４
５
４

○
と
き　
６
月
８
日
㈪
～
10
日
㈬

午
後
６
時
～
９
時

○
と
こ
ろ　

中
郷
多
目
的
集
会
所

○
講
習
科
目　

基
礎
物
理
、
基
礎

化
学
、
危
険
物
に
関
す
る
法
令

○
受
講
料　

２
千
円
（
テ
キ
ス
ト

代
を
含
む
）

○
申
込
方
法　

受
講
料
を
添
え
て

左
記
へ

○
申
込
締
切　
６
月
３
日
㈬
（
土

日
祝
日
を
除
く
午
前
８
時
30
分

～
午
後
５
時
15
分
ま
で
受
付
）

※
日
立
会
場
試
験
に
つ
い
て

・
と
き　
６
月
28
日
㈰

・
と
こ
ろ　

茨
城
大
学
工
学
部

・
願
書
受
付
期
間　

　

書
面
申
請

　

５
月
７
日
㈭
～
25
日
㈪

　

電
子
申
請

　

５
月
４
日
㈪
～
22
日
㈮

申
問
消
防
本
部
危
険
物
係

（
滑
川
、
菊
池
）
☎
㊷
７
１
４
２

募  

集

夏
野
菜
つ
く
り
隊

　
隊
員
募
集

　

親
子
隊
員
と
一
般
隊
員
を
募
集

し
ま
す
。
ス
イ
カ
や
野
菜
を
種
や

苗
か
ら
育
て
、
収
穫
し
て
食
べ
る

ま
で
を
体
験
し
ま
し
ょ
う
。

○
内
容
（
全
３
回
）

　

◦
５
月
９
日
㈯　

　
　

畑
作
り
と
苗
植
え

　

◦
６
月
６
日
㈯　

　
　

除
草
作
業
と
花
の
ス
ケ
ッ
チ

　

◦
８
月
１
日
㈯　

　
　

収
穫
と
賞
味

○
と
こ
ろ　

元
気
っ
子
体
験
農
園

　
（
中
郷
町
上
桜
井
）

○
募
集
人
員　

30
人

○
参
加
費　
５
０
０
円

○
申
込
方
法　

　

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
左
記
へ

○
申
込
締
切　
４
月
24
日
㈮

申
問
生
涯
学
習
課 

生
涯
学
習
係

（
市
毛
）
内
４
３
２

㊷
０
４
５
４

生涯学習

名 人

21　広報　きたいばらき　4月号

お知らせお知らせ 掲示板掲示板
北茨城市役所　☎43-1111



善
意
の
窓

　

北
茨
城
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
が
、

発
足
40
周
年
記
念
事
業
と
し
て
行

っ
た
「
北
茨
城
さ
く
ら
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
で
、
市
有
地
に
桜
の
苗
木

の
植
樹
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
北
茨
城
が
優
し
さ
と

思
い
や
り
の
街
な
っ
て
ほ
し
い
と

い
う
北
茨
城
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

苗
木
は
、
中
郷
第
一
小
学
校
、
華

川
中
学
校
、
五
浦
岬
公
園
に
植
樹

さ
れ
ま
し
た
。

　

成
長
し
た
桜
が
、
た
く
さ
ん
の

人
た
ち
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ

る
日
が
待
ち
遠
し
い
で
す
。

い
き
い
き
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ 

in

磯
原
中
央
公
園　
参
加
者
募
集

　

よ
り
健
康
で
若
々
し
く
な
る
た

め
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
方
法
に
つ

い
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

○
と
き　
５
月
30
日
㈯

　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

○
と
こ
ろ　

磯
原
中
央
公
園
（
花

園
川
沿
い
、
精
華
小
近
く
）

○
講
師　

健
康
運
動
指
導
士　

○
参
加
費　

無
料

○
申
込
方
法　

電
話
で
左
記
へ

○
申
込
期
限　
５
月
８
日
㈮

※
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
で
き
る
靴
と

服
装
、
飲
み
物
、
タ
オ
ル
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
問
健
康
づ
く
り
支
援
課 

予
防
指

　

導
係  （
下
山
田
）	

内
１
９
６

情
報
B
O
X

■
北
茨
城
美
術
協
会
展
を

　
　
　
　
　
　
　
　

開
催
し
ま
す

　

本
協
会
会
員
の
作
品
（
洋
画
、

日
本
画
、
彫
刻
、
工
芸
な
ど
）
を

展
示
し
ま
す
。

○
と
き　
５
月
２
日
㈯
～
６
日
㈬

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
５
月
６
日
㈬
は
午
後
３
時
終
了

○
と
こ
ろ　

　

市
民
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

問
北
茨
城
美
術
協
会
事
務
局

（
梅
津
）
☎
㊹
３
３
８
５

■
オ
ス
ト
ミ
ー
講
習
会
を

　
　
　
　
　
　
　
　

開
催
し
ま
す

○
と
き　
５
月
24
日
㈰

　

午
前
10
時
～
午
後
２
時
30
分

○
と
こ
ろ　

ホ
リ
ゾ
ン
か
み
ね

　
（
日
立
市
宮
田
町
３
３
８
１
）

○
内
容　

①
医
療
講
演
「
ス
ト
ー

マ
と
ス
キ
ン
ケ
ア
に
つ
い
て
」

（
講
師 

日
立
総
合
病
院　

皮
膚

排
泄
ケ
ア
認
定
看
護
師　

時
野

谷
美
夏
氏
）
②
ス
ト
ー
マ
用
装

具
展
示
、
説
明

○
参
加
費

　

１
０
０
０
円
（
昼
食
代
ほ
か
）

○
申
込
締
切　
５
月
15
日
㈮

申
問
㈳
日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会
茨

　

城
県
支
部
北
部
地
区
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
９
４

−

42

−

３
２
５
８

■
ガ
ラ
ス
工
房
シ
リ
カ

　
　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

　
　
　

体
験
イ
ベ
ン
ト
の
ご
案
内

○
と
き　
５
月
４
日
㈪
～
５
日
㈫

○
と
こ
ろ　

ガ
ラ
ス
工
房
シ
リ
カ

【
限
定
吹
き
ガ
ラ
ス
体
験
】

　

１
日
５
回
各
時
間
４
人

　
（
予
約
優
先
）

※
限
定
の
色
ガ
ラ
ス
を
ご
用
意
し

て
い
ま
す
。

【
サ
ン
ド
ブ
ラ
ス
ト
体
験
】

　

午
前
９
時
～
午
後
３
時
ま
で
随

時
受
付

【
風
鈴
絵
付
け
体
験
】

　

午
前
９
時
～
午
後
３
時
ま
で
随

時
受
付

※
体
験
し
た
お
子
様
に
プ
レ
ゼ
ン

ト
を
差
し
あ
げ
ま
す
。

申
問
ガ
ラ
ス
工
房
シ
リ
カ

（
稲
野
辺
）
☎
㊷
３
５
５
０

■
市
内
の
古
い
風
景
写
真
を

　
　
　
　
　
　
　

探
し
て
い
ま
す

　

企
画
展
の
資
料
と
し
て
、
ご
家

庭
に
保
存
さ
れ
て
い
る
古
い
写
真

を
提
供
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募

集
し
ま
す
。

○
内
容　

昭
和
30
〜
40
年
代
の
市

内
の
風
景
写
真
（
山
、
川
、
海
、

町
並
み
な
ど
）

問
北
茨
城
市
歴
史
民
俗
資
料
館

（
塚
田
、
松
川
）
☎
㊸
４
１
６
０

▶
華
川
中
学
校
の
植
樹
の
様
子
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休日の
当番医

診療時間　午前９時～午後５時

4／12 北茨城クリニック
☎ 46-5101（大津町 )

19 市民病院
☎ 46-1121 ( 関南町 )

26 瀧病院
☎ 42-1221（磯原町）

29 かもめ・大津港クリニック
☎ 46-0133 ( 大津町 )

5／3 市民病院
☎ 46-1121 ( 関南町 )

4 廣橋クリニック
☎ 46-5111 ( 関南町 )

5 友愛クリニック
☎ 43-1398（磯原町）

6 いそはらクリニック
☎ 30-1580（磯原町）

10 荒川内科医院
☎ 43-2288( 磯原町 )

市立図書館　☎ 42－1451

●火星に住むつもりかい？

●高倉健孤高の生涯（上・下）

●病気にならない「白湯」健康法

●ゆうれい回転ずしたまご焼きのひみつ

●バムとケロのさむいあさ

●うめぼしさん

●もったいないばあさん

伊坂幸太郎

嶋崎　信房

蓮村　　誠

佐川　芳枝

島田　ゆか

かんざわとしこ

真珠まりこ

4 月

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 5/1 2

3 4 5 6 7 8 9

☆ぽっぽのおはなし会☆（参加無料）
４月29日㈬ 午前10時 〜11時
幼児を対象に絵本の読み聞かせや
紙芝居、手遊びなどをしています。

は休館日

月
市立図書館4 - April -

≪開館時間≫
●火・水・土・日曜日・祝日
　午前9時30分～午後5時
●木・金曜日
　午前9時30分～午後6時   
※月曜開館の場合
　午前9時30分～午後5時 

☆各種健診など☆各種相談など
■心配ごと相談

[ 地域福祉交流センター ]
4 月 16 日㈭、30 日㈭、5 月 7 日㈭、21 日㈭
[ 大津町公民館 ]
4 月 9 日㈭、23 日㈭、5 月 14 日㈭、28 日㈭
どちらも午後１時～４時

　問社会福祉協議会　☎ 42‐ 0782
■移動児童相談　
　4 月 15 日㈬、5 月 20 日㈬
　午前 10 時～午後３時
　大津子どもの家
問社会福祉課　内１３２

■いばらき就職支援センター出張相談
　4 月 21 日㈫　午前 10 時～午後３時
　市役所４階 401 会議室
　問商工観光課　内３６２

■歯の相談（要予約）
4 月 22 日㈬
午前９時 30 分～ 11 時 30 分
■精神保健相談（要予約）
　4 月 8 日㈬、5 月 20 日㈬
■４カ月児健康診査
　4 月 16 日㈭、5 月 21 日㈭
　午後 1 時～１時 30 分受付
■１歳６カ月児健康診査

4 月 24 日㈮　午後１時～１時 30 分受付
■３歳児健康診査

4月10日㈮、5月8日㈮　午後１時～１時30分受付
■２歳児歯科健診

5 月 7 日㈭　午後１時～１時 30 分受付
■育児相談（５カ月以上の乳幼児）
　4 月 22 日㈬　午後１時～２時受付
※会場は全て保健センターです。
問健康づくり支援課　内１９６

健　診　と　相　談 今月の納税
固
定
資
産
税　

４
月
30
日
㈭

v j

休日・夜間に
病院を探すとき

茨城子ども
救急電話相談

県救急医療情報
コントロールセンター
☎029-241-4199

プッシュ回線・携帯電話　☎＃8000
すべての電話　☎029-254-9900

（年中無休）
◆平日：午後6時30分～午前0時30分
◆日・祝日：午前9時～午後5時

法　律　相　談 人　権　相　談行 政 書 士 相 談
５月11日㈪午前10時～午後４時30分 ５月８日㈮午後１時～５時

電話予約開始日　４月27日㈪

５月１日㈮午後１時～３時

事前予約不要
当日に直接会場へ
お越しください。

いずれも市役所４階会議室

電話予約開始日　４月28日㈫

指定の電話予約開始日の８時３０分～９時１０分までは予約専用電話43－２３２４へ
以降は下記へお申し込みください。※相談時間の指定はできませんご了承ください。

弁護士による相談（相談時間20分）

土地の問題や金銭貸借、離婚、相続

行政書士による相談（相談時間40分） 人権擁護委員による相談

いじめ、差別、嫌がらせ相続や遺言、各種行政手続き

まちづくり協働課　広報広聴係（一瀬）内１９１

と き

無料相談

と こ ろ

申 込 方 法

備 考

内 容

問い合わせ
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お知らせお知らせ 掲示板掲示板
北茨城市役所　☎43-1111



　
２
月
27
日
、
北
茨
城
特
別
支
援
学
校
か
ら
北
茨

城
市
に
、
木
製
ベ
ン
チ
３
台
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
ベ
ン
チ
は
、
同
校
高
等
部
の
作
業
学
習
と

し
て
木
工
班
の
生
徒
た
ち
が
制
作
し
た
も
の
で
、

昨
年
11
月
の
子
ど
も
議
会
で
小
学
生
議
員
か
ら
、

「
バ
ス
を
待
つ
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の

た
め
に
、
巡
回
バ
ス
停
留
所
に
ベ
ン
チ
を
設
置
し

て
ほ
し
い
。」
と
の
要
望
が
あ
り
、
そ
の
趣
旨
に

賛
同
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
か
ら
、
贈
ら
れ
た

も
の
で
す
。
北
茨
城
市
へ
の
寄
贈
は
今
回
で
３
回

目
と
な
り
ま
す
。

　
贈
ら
れ
た
ベ
ン
チ
は
、市
民
病
院
前
（
大
津
線
）、

華
川
小
学
校
前（
華
川
線
）、鉱
業
所
下（
石
岡
線
）

の
３
停
留
所
に
設
置
さ
れ
、
地
域
市
民
に
大
変
喜

ば
れ
て
い
ま
す
。

うちのうちのうちの
アアアイイイドドドルルル

「いたずらで甘えん坊、い
つも笑顔の可愛いおーく
ん。逞しく、そして優し
さを持って元気に成長し
てね。」

「いつも幸せな気持ちにさ
せてくれてありがとう。
成長があっという間で、
もう、つたえ歩きができ
るようになったね。これ
からも沢山の愛情を受け
て元気に成長してね。」

（父 博文さん 母 容子さん） （父 寛さん 母 菜穂さん）（１歳　磯原町）

桜雅
松
本

おうが

（９カ月　磯原町）

拳
坂
本

こぶし

くんくん

市の人口と世帯　平成 27年 3月１日現在　（　）は前月比
総人口… 44,008 人 （ − 47） 出　生… 6 人 （ − 14）

男… 21,780 人 （ − 25） 死　亡… 45 人 （ − 26）

女… 22,228 人 （ − 22） 転　入… 70 人 （ − 11）

世帯数… 16,903 世帯（ 　＋ 5） 転　出… 78 人 （ 　＋ 2）

市の行事や休日の当番医などの問い合わせは 発行／北茨城市
編集／まちづくり協働課
〒 319−1592　
北茨城市磯原町磯原1630番地
☎ 02 9 3−4 3−1 1 1 1
◆ホームページ
　http://www.city.kitaibaraki.lg.jp

市政に関する提言は

…市民ダイヤル　☎ 4 3 ー 2 3 2 3　　　　　　　　☎ 4 3 ー 2 3 2 4

…市長への FAX　　　　30 ー 1350
この広報きたいばらきは環境にやさしい植物性
大豆油インキを使用して印刷されています。

　

我
が
家
の
ア
イ
ド
ル
犬
メ
ン
チ
。
眠
気
よ
り
何
よ

り
食
い
気
の
食
い
し
ん
坊
。
甘
え
上
手
で
お
父
さ
ん

の
こ
と
が
大
好
き
！
く
り
く
り
お
目
目
に
癒
さ
れ
て

ま
す
。

華川町・鈴木さん宅の

（パグ　メス　５歳）
メンチ

北
茨
城
特
別
支
援
学
校
発
…

　
市
内
に
広
が
る
あ
た
た
か
い
気
持
ち

巡
回
バ
ス
停
留
所
の
ベ
ン
チ
寄
贈

緊急情報メール
配信登録

マウントあかねの中庭に輝くイルミネーション。
暖かいフロントロビーから、ゆったり眺めるのも素
敵ですね。お出かけしてみてはいかがですか。

　あんちゃん、こうちゃんも見とれています。

収穫が楽しみ！３年越しのパイナップル
島崎さん宅（中郷町）

３年前に市販のパイナップルの上部を切り取り、
水につけ、根が出たあと鉢に植えると葉が成長。世
話を続けるとやっと実がつき、縦 15cm 横 8㎝にま
でなったとのこと。これからさらに大きくなり、収
穫して食べるのを楽しみにしているそうです。

表 紙 解 説


